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1 作柄の概況
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2 気象経過と生育の推移
⑴ 融雪はやや早く、春作業は順調

図3 ホクレン支所別の低タンパク米生
産状況

H

図1 地帯別10a当たり収量

図2 品種別の低タンパク米生産状況
H
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⑵ 活着までは良かったが、初期生
育は不良
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⑶ 7月以降生育は回復

表1 全道各地における作業期節と生育期の比較 H

振興局
作 業 期 節 生 育 期 節

は種期 耕起盛期 移植期 収穫期 出芽期 活着期 分げつ始 幼穂形成期 止葉期 出穂期 成熟期

図4 全道の茎数の推移 H
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⑷ 台風の被害はあったが登熟期間
と収穫は概ね順調

⑸ 品質・食味

3 28年産米の特徴
⑴ 作柄を決めたポイント
H
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図5 H28年の半旬別気象経過

図6 幼穂形成期から成熟期までの茎数
増加 H

北海道 米 麦 改 良第123号 3



（図7）
⑵ 移植時期で初期生育に大きな差
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⑶ 白未熟粒の発生は品種・地域間
差が大きい
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図7 玄米未熟粒の状況

図9 品種別の白未熟粒割合
H

図8 移植時期別の茎数・穂数の推移と収量のちがい
H
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4 病害虫の発生状況

5 平成29年度の栽培に向けて

⑴ 初期生育向上に向けた適期移植
と育苗計画

⑵ 融雪促進で圃場を乾かす

⑶ 白未熟粒対策

図10 総籾数別の「ゆめぴりか」の白未
熟粒割合
H

図11 地域別の白未熟粒の発生割合
H
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